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公園、図書、展示等を媒介に
ヒト・モノ・コトをシームレスにつなげること

再投資を前提に初期整備は
シンプルかつベーシックなものとすること

「チャレンジしたい人」と「これからを担う子どもたち」
市民の活動・活力を主とすること

ふじさわMIRAIファーム
～ここからはじまる未来への種まき～

なにかにチャレンジしたい人、これからを担う子どもたち、
「まだ知らない新しい可能性」との出会いをみんなで応援します。

このプロジェクトでは、なにかにチャレンジしたい人とこれからを担う子どもたちの
「体験」「実践」「挑戦」をとおした育ちや活躍を支援します。

また、その中心となる人や活動、この場に集う人々をシームレスにつなげることで、
多彩な活動を生み出すきっかけを作り、成長と共創が持続する未来を実現します。
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「生活・文化拠点（市民会館
等）再整備の取組について」
藤沢市企画政策部長

基本構想策定からの取組
ー藤沢市民会館等再整備基本構想（以下、「基
本構想」）では、今後の事業推進および事業
手法の考え方として、基本理念を核とした事
業の目指す「未来」を実現するために、最も
適した運営手法を追求し、民間事業者に積極
的にアプローチしていくこと、としています。
基本構想の策定以後、基本構想に掲げる基本
理念に基づき、実現したい未来像を描きなが
ら、「市として何がしたいか」を明確に整理
した上で、事業の可能性を最大限引き出すこ
とに主眼を置いて検討を進めてきました。本
事業が、単に合築した「ハコモノ」の更新で
はなく、エリアの価値の向上に資するものと
なるように、この事業でどのような未来を実
現したいのか＝「ビジョン」を定め、その実
現のために、「どのような施設にするか」、「ど
のような運営を行うか」について、民間事業
者からのノウハウやアイデアを最大限求め、
事業を進めていきたいと考えています。

本事業のビジョン
ー本ビジョンは、藤沢市民会館等再整備基本
構想策定検討委員会からの提言と、市民から
のご意見等を踏まえ策定した基本理念から導
き出したものです。（図 1：ビジョン）

未来への投資
ービジョンの実現に向けては、「未来への投
資」を基本的な考え方として、本事業が目指
す３つのポイントを掲げています。（図 2：3
つのポイント）

１、市民の活動・活力
ー「メインターゲット」として、市が集中し
て投資することを具体化した点は、基本構想
で示す「新たな活動を創造・支え・育てる」、
「藤沢らしさ」、「魅力と活気にあふれた」と
いった部分をあいまいなままとせず、「体験」、
「実践」、「挑戦」といった活動とその活力を
中心に投資すること意味します。「メインター
ゲット」を定めたことで、それ以外の市民や
利用者が除外される考えではなく、公共空間
であることから、「誰でも立ち寄れる」「サー
ドプレイス」「憩いの場」となることは大前
提であると考えています。
２、境界のない機能の複合
ー単に機能や空間を共用するだけの機能集
約・複合化ではなく、公園、図書、展示など
を媒介としながら、境界のない機能の複合と
して、ヒト・モノ・コトをシームレスにつな
げます。基本構想で示す「奏で響きあう」、「共
創」、「交流をはぐくむ」について、媒介と捉
えるものを具体的にして、ヒトは「この場に
集う人々」、モノは「空間や場」、コトは、「こ
こでの活動とその活力」をシームレスにつな
げることを明確にしています。
３、時間軸に合わせた再投資
ー時代の変化やニーズに合わせて、「ここで
やること」に変化を与える再投資を主として、
設備等のハード整備を要する場合にも対応で
きるように考えています。従来的なイニシャ
ルへの投資で終わっていた事業では、「ここ
でやること」の変化に伴う財源的な余力を無
くし、方向転換、軌道修正をしながら新陳代

謝を図ることの妨げになると考えています。
ビジョンの実現に向けては、今後、地域に根
ざした生活・文化への貢献に対して意欲を
持った民間事業者と協働していくとともに、
市民の皆様にも、本ビジョンに共感をいただ
きたいと考えています。

今後について
ー令和５年度のOUR Project※マスタープラ
ンの策定に向け、公民連携による効果を最大
限発揮するために必要な事項や事業手法につ
いてまとめる「公民連携モデルプラン」の検
討、都市拠点やエリア整備における公共空間
のハード整備で、留意すべき基本的な事項等
についてまとめる「アーバンデザインガイド
ライン」の検討を引き続き進めていきます。
シンポジウムで公表した本事業におけるビ
ジョンをより一層、市民の皆様と共有を図っ
てくため、今年度中に対話集会の開催を予定
しています。また、ビジョンの実現に向けて、
民間事業者との意見交換および対話により、
本事業の実現可能性や市場性の有無、担い手
となる事業者の発掘やアイデア、事業者公募
に向けた条件等について調査するため、サウ
ンディング型市場調査を実施します。来年度
以降は、関係団体等からも幅広く意見を聴取
する機会を設けることを予定しており、市民
の皆様や利用される関係団体の方々などに対
して、事業への理解を深めていただき、より
身近な「場」となるよう努めていきたいと考
えています。
※「OUR Project」：「Okuda Urban Renovation 
Project」略称01
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Okuda

Renovation
Urban

Project

2022

12/17(土 ) 生活・文化拠点 ( 市民会館等 )
再整備事業シンポジウム

02 基調講演「公民連携による新しい公共空間のつくりかた」
講師：株式会社オープン・エー｜Open A　代表取締役　馬場 正尊 氏
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本市が進める市民会館を含む生活・文化拠点の再整備について、これまでの取組を報告するとともに、公民連携によるまちづ

くりの視点から、生活・文化拠点の未来像について市民とともに考えることを目的に開催しました。
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生活・文化拠点再整備事業
発行・編集：藤沢市企画政策部企画政策課

OUR NEWS では、市民会館や南市民図書館などの公共施設を複合化して再整備する「生活・文化拠点再整備事業」の進捗状況

をお知らせします。創刊号では、2022 年 12 月 17 日に開催したシンポジウムの内容をお届けします。
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02 基調講演
「公民連携による新しい公共
空間のつくり方」
馬場 正尊／Masataka Baba
株式会社オープン・エー｜Open A

ー今日のシンポジウムは藤沢市にとって、も
のすごく重要なプロジェクトが始まる、キッ
クオフのイベント。複雑なプロジェクトの全
てについて色々語ることはできないが、日本
中で、小さな街で、それから大きな街で、色
んな公共空間の再生の仕事に関わりながら、
試行錯誤を続けており、これから藤沢市で始
まるプロジェクトのヒントを提供したい。自
分自身が当事者としてどうこのプロジェクト
や変化に関わることが出来るかが重要で、そ
のあたりを想像しながら聴いてもらえるとあ
りがたい。

公民連携とは
ー公民連携とは何か。今までの公共施設は、
行政が作って、行政が運営してきた。そのこ
とによって、安定していたが、自由度はなかっ
た。今の行政は、お金と人材をあらゆる分野
に持っていかれて、文化・芸術にそそぐ余裕
はない。そこで編み出されたのが公民連携で
ある。

公園×〇〇
ーあえて公園という観点からお話ししていき
たい。公園は図書館や市民ホール、周りの街
などをつなぐ空間である。公園に人が集まる
とそれらの施設にも人が集まるようになる。
公園と何かを掛け合わせることによって、そ
の場所の価値が画期的に上がっていくという
ことについて、事例を交えて紹介したい。従
来の公園はデザインとマネジメントをバラバ
ラに進めていたが、今後の時代はセットと
なって進めていくことが求められる。

衝撃を受けた公園
ーブライアントパークというニューヨークの
公園は街の中心にあり、公園と図書館が隣接
している。日本と異なり、市民が思い思いの
時間を過ごしている。図書館がはみ出してい
るかのように本を読んでいる人もいれば、卓
球台で見知らぬ人同士で遊んだり、チェスを
している人もいる。カフェがあり、夜には映
画祭が開かれることもある。無線 LAN等の
整備では ZARA が協賛している。驚くべきこ
とは、公園の運営会社の売上が 15 億円もあ
ること。もはや公園がコストではないと認識
できる。運営企業には、営業、マネジメント、
デザイン部門がある。ミッションは文化的な
活動の拠点であり、NYの新しい目的地をつ
くることとしている。その結果として、周囲
の土地の値段が上昇している。デザインとマ
ネジメントが一体となることで、公共性を保
ちつつ、土地の魅力を向上させ、経済性も両
立している。この事例を見て、自分も関わり
たいと思うようになった。そこで私が nest
という組織の一員としてマネジメントに関
わった南池袋公園。公園の中にカフェを作り、
公園とカフェをつなげるようなデザインに
なっている。公民連携でパークマネジメント
の企業 nest を形成し、公園を盛り上げるイ
ベントやマルシェを行い、そのうえでメディ
アを作り、SNS で拡散するなどした。豊島区
は 23 区唯一の消滅可能性都市であったが、
この公園整備の効果によって、住みたいまち
ランキングに入るようになった。それに伴い、
土地の値段、賃貸の値段が上がった。公園近
くにあるグリーン大通りに、公園の盛り上が
りを引き込み、ストリートを盛り上げるプロ
ジェクトが進んでいる。椅子や敷物、カフェ
を設置することで、人の動きが徐々に変わっ
ていくという実験結果を得た。こうしたソフ
ト実験結果をハードにも生かす取り組みが行
われ、サンシャイン、無印良品、東急ハンズ
といった地元に縁のある企業を巻き込み、今
では運営にもコミットしてもらっている。

小さな街での取り組み
ー先ほどの例は東京だが、地方にも盛り上
がった例がある。佐賀県の江北町という人口
9000 人のほど小さな町の事例を紹介する。
ここではプロセスを工夫し、公園の整備に係
るワークショップを行い、公園に「何が欲し
いか」ではなく、公園で「何ができますか」、
「何をしてくれますか」と、受動的な町民で
はなく、能動的な町民に対して主体的なアイ
デアを募った。その結果を反映し、町民のア
イデアを実現できる場所にしたところ、英会
話教室や保育園の子どもを集めて遊んだり、
マルシェが実現したりと、提案した人たちが
コミットしてくれた。ハードの整備は業者が
担うが、運営は地域おこし協力隊の隊員に委
ね、地域の声を聴きながらプロジェクトを進
めた。この公園の盛り上がりで人口減少に歯
止めがかかり、周囲の土地の値段も上がった。
ハードとソフトの組み合わせが成功のカギで
あることは、この例からも言える。
次に佐賀県のある公園で、図書館とつながっ
た公園の例を紹介する。ここでは県知事に直
接プレゼンする「勝手にプレゼン Fes」とい
うイベントが開催されており、自分もプレゼ
ンし、採択された。図書館と公園をつなぐよ
うにすることで、子どもたちが遊ぶようにな
り、様相が変わった。隣接している市村記念
体育館は著名な建築家である坂倉準三によっ
て建てられたが、そのまま利用することは難
しかったため、クリエイティブ・センターと
して再興することとした。建物単体でなく、
面で展開していくまちづくりをイメージさせ
る施設となっている。

エリアイノベーション
ー従来は行政の計画を市民に落とし込んでい
たが、今後の都市計画は、部分ごとに計画が
でき、それがネットワーク型につながり、政
策形成がなされることで、皆さん一人一人が
組み込まれていく。これをエリアイベーショ
ンと呼んでいる。

次に仙台の事例を紹介する。社会実験によっ
て、場所のポテンシャルを認識するという取
組みを行っている。場所がどんなポテンシャ
ルを持ち、市民への開放が可能かという点に
ついて、仮設店舗のカフェと本屋を設置した
り、家具や植物などの設備を置いて検証した。
その結果、人がたくさん訪れることが分かり、
ポテンシャルが顕在化した。次に市役所の建
替え事業が計画され、そのイベントで市役所
と公園をつなげて人の流れを作り、市役所と
公園を面白くすること、公園管理と合わせて
民間に任せることはできないか投げかけを行
い、現在計画が進んでいる。

公民連携協定によるパーク
マネジメント
ー最後に公民連携協定によるパークマネジメ
ントの事例を紹介する。静岡県沼津市にある
「泊まれる公園 inn the Park」という施設で、
運営を手掛けている。赤字続きの少年自然の
家を民間が出資することで、再生し、公園全
体を盛り上げるという狙いがあった。公民連
携協定により、民間企業が主体となって、森
の中に泊まれる施設を設置した。屋外の映画
祭のイベントやフェスを民間が主体となって
開催するなど、沼津市の誇りとなるような公
園となった。成功のカギは、部署横断の公民
連携室が市役所内にできたことにある。公民
連携の窓口が、縦割りにせずに取り組んでく
れた。さらに主体的な役割を担った市職員は、
当事者意識を持っていた。行政側の意識も重
要なポイントなってくる。空間ができるプロ
セスとして、これまでは、「計画する人、つ
くる人、使う人」の流れであったが、これか
らの時代は逆転して、「使う人、つくる人、
計画する人」の流れで考えられるべきである。
また、それぞれが当事者になり、行政、企業、
市民がどのようにかかわっていくかが重要と
る。この拠点が、藤沢市の文化・芸術、そし
て経済の中心になっていってほしいと願って
いる。

質疑応答
質問者①　ーオランダやイギリスのコッツ
ウォルズなど、親水空間をうまく使った例な
どもある。日本でもそのような事例はあるか。
馬場氏　ー図書館と公園を繋げた佐賀のここ
ろざしの森では、噴水を壊して、子どもに人
気の水遊びの場所とした。その土地、その場
所の文脈に合わせた計画を立てていくことが
大切である。藤沢のこの場所らしさは何かと
いうことから考えていかなければならない。
質問者②　ー新しい事例や流れを聞いて、な
るほどと思うことが多かった。しかし、現実
として、藤沢の規模ともなると、作ったとき
の理念が事業の進むうちに変わってしまい、
思い通りにいかないことが多々ある。どのよ
うなポイントを押さえて進めていけばよいと
考えられるか。
馬場氏　ー計画が計画通りにならないことは
頻繁にある。市は今後、マスタープランを作っ
ていくと思うが、空間も運営もオープンエン
ドなものにしたほうがよい。変更したり、工
夫したりしながら、バージョンアップするこ
とが前提な計画にしておくことが重要と考え
ている。例えば客層が想定と違う場合に手を
打てるように、行政と民間が一緒に考えなが
ら、変更可能性がある余地を残しておくこと
が大切である。空間のハードの設計も運営の
設計も、自由度を求めることが重要となる。
質問者③　ー現実に行政というのは堅い。一
度決めたことを守る傾向にあると思うが、突
破するカギはどこにあるか。

馬場氏　ー佐賀県では、「さがデザイン」と
いう部署をつくり、行政と民間を調整し、う
まくいっている。個別解ではあるが、日本の
自治体において硬直化を逃れるためには、変
更や変化に対応する組織作りが重要となり、
そのことによってアウトプット、地域の魅力、
経済性などが大きく変わっていく。大きな都
市である藤沢市でそれを行うのは大変だと思
うが、試金石となる。ぜひ、柔軟なプログラ
ムの構築をハード・ソフトともに行ってほし
いという意味でエールを送りたい。
質問者④　ー歴史的に市民が求めた表現活動
の拠点として、市民会館の存在は大きい。親
としては、子どもに芸術活動を見せていきた
いという思いが強い。市民が主体となって、
表現やアート活動をサポートしていく施設等
の事例があれば、ご紹介いただきたい。
馬場氏　ー市民ホール自体は、運営や経営が
大変だという認識。考え方次第ではあるが、
収益を生み出す事業と、必ずしも収益を生み
出さないが残したい事業を、上手にハイブ
リッドに存在させたほうがよい。市民ホール
を運営する事業者とその方針が重要となって
くる。従来は、行政直営か指定管理であった
が、公園と市民ホールが一体化すれば、複雑
化した組織がつくれる。お手本となる事例は
必ずしもあるとは言えないが、市民が培って
きたカルチャーの継承の仕方のデザインを計
画段階から行っていくことが大切であると考
える。 02

(※馬場氏説明スライド図から引用）




